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《会報編集委員》平野崇広・尾崎直人・廣瀬淳一・佐久間音弥・佐藤友紀・本間沙也加
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国際ロータリー 第2790地区 第13グループ

松戸北ロータリークラブ会報

第2468回 例会 2025年  1月22日(水)

■ 例 会 日 -

■ 例 会 場 -

■ 事 務 所 -

■TEL/FAX-

■Web/Mail-

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30）

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」     

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101  

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp

■国際ロータリー会長 ステファニーアーチック

■第2790地区ガバナー    寒郡 茂樹      

■第13Gガバナー補佐     尾崎 裕一  

■松戸北ロータリークラブ会長 柳 孝実

■松戸北ロータリークラブ幹事 関 征啓

2024-2025年度

例会出席率 73.5％

「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから

          １・真実かどうか

          ２・みんなに公平か

          ３・好意と友情を深めるか

          ４・みんなのためになるかどうか
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＜第2467回 例会プログラム＞
                                               司会 渋谷剛士会員

     12:30 点鐘                                                    柳孝実会長                         

                   ロータリーソング斉唱 【♪我等の生業】                 

     12:33 お客様紹介                      野澤新之助会長エレクト     

     12:35 会食

     13:00 例会再開

              会長挨拶・理事会報告                          柳孝実会長

               幹事報告                                               関征啓幹事

                 

     13:00 会員卓話（新入会員卓話）             関由貴会員

     13:05 諸事お祝い  

          出席親睦委員会 本日の出席率発表      大川高明会員

          社会奉仕委員会 本日の社会奉仕基金発表 大塚精一会員

          ニコニコ委員会    本日のニコニコ発表      中原光男会員

     13:30 点鐘                          柳孝実会長                    

＜会長挨拶＞                     柳孝実会長

皆さん、こんにちは。

今日は地区より2024－25年度の奉仕活動についてのアンケート集計

報告が届いておりますので共有させていただきたいと思います。

アンケートへの回答クラブは71クラブ、未回答クラブは12クラブで、回答

率は85.5%となっています。

【活動分野の傾向】

１．献血、食堂支援、環境美化など地域密着型の活動が多く、クラブの社

会的存在意義を高める役割を果たしています。

２．国際奉仕では教育やインフラ支援を中心とした活動が継続している

傾向があります。
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第２８回千葉ゆうあいぴっく駅伝

クオーター男子の部

ダイバーシティ A.C.

優勝
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                浅野久会員

誕生日のお祝いありがとうございます

８３歳になりました

不動産をお持ちでない方も大丈夫です！ご自宅の家中のお水がとても良くなります。昨年、松戸

の新築の豪邸に入れてくれたんですけど、どこもかしこもキレイなのに水まわりだけが汚くてスト

レスを感じていた社長のお宅で、劇的にかわった！と大喜びされました。世田谷の奥様もスポー

ツジムにいって汗を流すのを早く自宅に帰って家の水を使いたいほどだ！と言っていました。大

川高明さんのお家でも早速に導入してくださいました。ありがとうございます！

しかもランニングコストがかからない、ゴミをださないサスティナブルな製品です。ということで、

さいごは宣伝のようになってしまいましたけど、水は人が生きる上で、水はなくてはならないもの

で、水は浄化をしたり、お風呂に気持ち良く入ってリラックスして癒され、良い眠りついて明日の

元気にする役割もあります。水が変わるだけで本当に心地よく暮らしていただけます。

本日はお話聞いていただきましてありがとうございました。

                並木幸雄会員
誕生日のお祝いありがとうございます

87歳になりました

元気で頑張っています

                齋藤國春会員

妻の誕生日のお祝いありがとうございます

元気でいてくれて何よりと考えます

                         小澤盛明会員
         誕生日のお祝いありがとうございます
         ６４歳になりました

本日のニコニコ・諸事お祝い

                    関由貴会員
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【奉仕事業の課題】

奉仕事業について86％のクラブが課題ありと回答しており、資金不足、人的リソース不足、継続

性、地域ニーズの変化が挙げられています。

特に規模の大きなプロジェクトや国際奉仕活動では資金の確保が主要な障害。

会員の高齢化、新規会員の不足が多くのクラブの共通の課題。

毎年リーダーが変わるロータリーの特性から継続的なプロジェクト運営が難しい。

時代に即した新たな課題に対応するため、柔軟な発想が求められる。

【今後の展開】

１．ほぼすべてのクラブが事業の継続や新たな展開を計画している。

２．継続事業を基盤としつつ、新しい地域ニーズや国際奉仕を模索している。

３．他クラブや外郭団体との連携を強化し、資金・人材不足への対応を進めている。

【成功事例の傾向】

長期にわたる活動が地域社会での認知度向上や信頼度に寄与。例：環境美化や子ども食堂など

の活動。

学校や施設など特定のターゲット層への支援が成功の鍵。

例：子ども向けの教育支援や健康促進事業。

行政、企業、他団体との連携により、活動の幅を広げているクラブが目立つ。

1． 資金不足

2． 人的リソース不足

3． 継続性

4． 地域ニーズの変化

1． 継続事業の強み

2． ターゲット層との接点

3． 外部協力の活用
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＜新入会員卓話＞                  関由貴会員

昨年に入会したてなので、まず私を知っていただくことかと思いまして

お話をさせてただきます。

生まれは長野市です。東京の短大にきまして、卒業してすぐに劇団に

入ってしまいました。

ふるさときゃらばんという劇団で、日本全国津々浦々で公演、約100人

劇団員がいて社会保険に入っている当時結構大きな劇団でした。松戸

でも何度か上演しています。松戸は無農薬栽培研究会の高橋巳一郎

さんが実行委員長になっていつも大盛況でした。もう１５年位前ですけ

ど消防団を取り上げたミュージカルを上演したこともあり、消防団の

方々は皆さん観ていたいただいていると思います。

ミュージカルの劇団でしたので、音痴なので舞台には立たせてもらえ

ず、主催者を探し、公演を成立させて感動の劇場をつくるという制作部・プロデューサーの仕事

をしていました。

【課題改善のための提言】

会員増強を通じた人材確保。

地区補助金やクラウドファンディングなどの資金調達手段の多様化。

中長期的な視点での計画を策定。

クラブ内での事業リーダーシップの引継ぎ体制を確立。

地域ニーズに応える活動を基盤としつつ、国際的な視点での奉仕活動を補完。

地域の人口動態やニーズの変化を的確に捉えた新規事業を創出。

奉仕活動アンケートの集計報告は以上となります。

さて、今週末の25日にはダイバーシティA.C.千葉が参加する、ゆうあいピック駅伝大会がありま

す。ダイバーシティA.C.千葉への支援活動も新たな展開を模索している段階ではありますが、皆

様と一緒に応援に行ければと考えておりますので、お時間の許す方は、是非宜しくお願い致しま

す。

以上会長挨拶とさせていただきます。

1． リソース強化

2． 事業の継続性

3． 地域とグローバルのバランス

4． 柔軟な発想
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18年、結婚もして、子供も二人育てながら仕事をしました。旦那のお母さんと同居していまして、

おばあさんには助けてもらいました。おばあさんは、ゴルフキャディーだったんです。白洲次郎さ

んが理事長された軽井沢の名門ゴルフ場で、例えば田中角栄さんのご指名のキャディーさんでし

た。角栄さんは朝イチで予約が入って、まわるのも早い、芝生を傷めるのでカートを使わないの

でキャディーさんたちはゴルフバックを担いでまわります。重いバックを走って、とっても気も遣う

のでいやなんだけど、やっぱりこれ（チップ）が弾むのでがんばったと言っていました。いつも「どう

したら褒められるか」が口癖で相手に喜ばれることばかり考えて行動していた人でした。私も仕

事にのめり込んでいたので衝突したりもしました。子供から「ケンカしないでよ」と言われたのを

「大声で意見を言ってるだけだ」と言ったこともあります。それでもおばあさんの苦労話をいつも

涙しながら口説かれてよく話を聞いてあげました。「今が一番幸せだ」とその都度言ってもらいま

した。５年前に他界しましたけれど、その絆は深いものがあります。結構同居って良いと思ったり

しています。豊かにしてくれる。娘も月命日にはおばあさんの好きだったお菓子をいつも買ってき

てお供えしています。何より私自身がおばあさんに育てられたと感謝しています。いつも守ってく

れていると思います、感謝しています。

そして、大好きだった劇団も終りを告げる時がきました。一生懸命やっていたのに辞めたときは大

きな転機でした。その時にある方から「劇団は終わってしまってもそこで生まれた感動や経験

は、由貴さんの財産・宝だよ。」と言ってもらえたことが消失感から脱する支えになりました。

それから、今までやりたくてもできなかったことをしようと、着付けを習ったり、色々しました。そこ

で着付け教室がモデル事務所をするというのでおもしろそうだなぁと思って参加して、今も少し

オファーがあるとモデルの仕事もしています。たまになんですけど、先日も中日新聞の一面に使

われていたりして、そんなのを見ると、テンション爆上がりしちゃいます。それが張り合いになって

いつも綺麗にしていよう、とか健康でいよう、とするので良いことなので続けています。

それから、これからの人生どうしようかなあ、、というときにこんな話を聞きました。「旦那さん、と

いう言葉があります。仏教のサンスクリット語で、旦という字は朝日、那は家とかマチ、地域の集

合体のことで、家やマチを照らす、輝かす太陽のこと。相手が助けてほしいことをしてあげられる

人が旦那さんなんだ。そして、旦那の前に真ん中の、真という字を付けると、真旦那、女性はマド

ンナだ、と。」

子育ても終わり家は落ち着いたので、今度はマチを明るくする側になりたいなあ、と個人事業を

はじめて、2021年11月に法人にしました。

ここにおられるみなさまは、まさに旦那様や真旦那です。私は理想には程遠いのですけどなりた

いものの近くにいることが一番の近道ということで、ご縁をいただいたのは良い機会に恵まれた

ことで感謝して入会させていただきました。

事業は、水処理装置の販売です。水処理装置って、なに？と思いますよね。マンションやアパー

ト、ビルなど不動産の水道管の保全に役立つ装置です。国立名古屋工業大学の研究室で開発さ

れた触媒を通して水が改善されるので、酸化を１／３抑えて、サビを止めることができて、水道管

を長持ちさせることができます。トヨタさん、JFEスチールさん、パシフィコ横浜などで実証済み

で、国土交通省の新技術NETIS認定を一昨年に受けた業界屈指の新技術です。他の工法より

安く、水道管を長持ちさせることができます。

不動産をお持ちでない方も大丈夫です！ご自宅の家中のお水がとても良くなりま


